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～製作目的・動機～ 
北海道や沖縄など環境の異なる遠隔地における生物の育成状況

を、学校間で共有し観察することや、ネット環境が容易には構築

できない屋外においても観察記録できるシステムの構築を目的と

した。 

ここでは携帯帯域の３G回線を利用した通信機器「３Gシール

ド」とArduino-Unoを用いることで遠隔制御記録システムの構

築が可能となり、観察物の定期的な画像の取得と作動状況を把握

することができ、様々な学校間で生物育成における観察学習が容

易に行えることから、興味関心を高めることのできる教材となる

ことが期待できる。 

工夫点 ① 

・植物の生長に合わせ

てカメラの角度・高さが

調節可能 

・赤外線カメラにより夜

間の撮影も可能 

 

工夫点 ② 

・植物全体の撮

影を可能にす

るために回転

台を設置 

・遊星歯車を用

いたことで低

速回転を可能

にし、重さ２キ

ロを回転させ

ることができ

る。 

工夫点 ③ 

・撮影写真の保存完了を携帯帯域の３G 回線を利用した通信機

器（３Ｇシールド）がSMSの送信で知らせてくれる。 

・Arduino Uno を用いることで、カメラや回転台、ＳＤへの

保存、通信機能を簡単に制御することが可能。さらに温度セ

ンサや湿度センサ等の機能拡張ができる。 

 

システム装置の全体 

撮影した画像（90°回転） 

SDカードアダプタ 

時間制御の流れ図 

３Gシールド 

Arduino Uno 

LinkSpriteシリアル接続JPEGカラーカメラ(赤外線LED付

き) 

 はじまり 

写真撮影・保存 

回転台 90度回転 

携帯電話に SMS

送信 
1時間 待機 

2回 繰り返し 

３Gシールドより

作動内容を SMS

で送信 


